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 ＊開催日：令和 7 年 9 月 18 日（木） 

 ＊会 場：西諌早ふれあい公民館 

【真崎団地ふれあいいきいきサロン】 

 ＊内 容：①「在宅医療ってなぁに？」 

      ②「介護保険サービスを利用する」 

      ③「かかりつけ医で安心を！」 

      ④「その時に備えて」 

 (1)性別・年齢                     (2)現在、誰と住んでいますか      

          
  

(3)介護が必要になった場合について、          (4)自分や家族の望む医療や介護について、 

家族と話し合ったことがありますか              家族と話しあった方がよいと思いますか 

       
  

(5)出来れば介護は家族でする方が            (6)介護が必要になったとき、 

望ましいと思いますか             家族の世話になりたくないと思いますか 

           

参加者数 11 人 

 
11 人 

回収率 100％ 

アンケート
回答者数

第 28 回「医療と介護のお気軽座談会」アンケート集計 
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(７)あなたが介護が必要になったとき、どこで過ごしたいですか 

 

        
 

   自宅で過ごしたい 

・認知症とか身体に異常を感じないで、健やかに他人に迷惑をかけない程度に生きておれば自宅で過ごしたい。 

 結局、子供に迷惑をかける事となれば、施設に入所し、(いさぎよく死にたい) 

・自宅で過ごしたいが、不可能。 

 

  施設に入りたい 

・元気だったら自宅ですが、主人に介護をしてもらうのは気の毒なので。（主人の年が随分上なので） 

・子供達に負担をかけたくない。 

・子供に迷惑をかけたくない。 

 

 

(８)家族が介護が必要になったとき、どのようにしたいですか 

     

 

     自宅で過ごさせたい 

・元気で介護ができればそうしたいが、相手が認知症等になり、手をほどこすことが困難となれば、施設も考えます。 

・本人が自宅を望むと思うので。 
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(9)本日の講演は参考になりましたか          (10)特に参考になった講演はどれですか（複数回答可）                                             

       

 

 

【ご意見・ご感想】 

・楽しい話し合いで良かったです。 

・まだ先の事だと思っていましたが、とても参考になりました。有り難うございました。 

・最近88歳の主人が介護が必要となっております。今後、どのようにしていったらいいのか、心配しております。 

 今日は大変参考になりました。 

・今、現在夫婦二人共元気なので、人事のような気持ちで聞いていたが、やはりこの件は真剣に考える必要があ 

ると、気づく。 

 

 

 


